
　

小･

中
学
生
へ
の
就
学
援
助
制
度

対
象　

経
済
的
理
由
に
よ
り
小
中
学
校
へ
の

就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者

　

お
子
さ
ま
の
学
校
生
活
で
必
要
な
費
用

（
学
用
品
費
等
）
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
援
助
を
受
け
る
に
は
学
校
を

通
じ
て
申
請
が
必
要
で
す
。

　

認
定
に
つ
い
て
は
、
課
税
状
況
・
児
童
扶

養
手
当
受
給
の
有
無
等
を
審
査
の
う
え
決
定

い
た
し
ま
す
。

問　

教
育
総
務
課　

℡
22-

３
７
５
８

　

国
民
年
金

■
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

お
知
ら
せ

Arida Information

人口・世帯数
【令和7年３月１日現在】

人口　25,133人（前月比-39人）
男　11,993 人　女　13,140 人
世帯数　11,628 戸

～有田市からのおしらせ～

た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学	

校
及

び
各
種
学
校
に
在
学
す
る
方

■
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請

　

令
和
６
年
度
に
お
い
て
学
生
納
付
特
例
制

度
に
よ
り
、
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
方
で
、
令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
方
に
は
、
４
月
上
旬
に
ハ
ガ
キ
形
式
の

申
請
書
が
届
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

同
一
の
学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
、
こ
の

ハ
ガ
キ
に
必
要
最
小
限
の
記
載
事
項
を
記
入

す
る
だ
け
で
申
請
が
で
き
ま
す
。

※
初
め
て
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
す
る
方
、

学
校
・
在
学
期
間
に
変
更
の
あ
る
方
、
申

請
書
が
届
か
な
い
方
は
、
学
生
証
の
写
し

か
在
学
証
明
書
を
添
付
の
上
、
申
請
書
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
追
納

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
追
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を

増
額
す
る
た
め
に
も
、
追
納
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
が

　
　
　
　

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
納
付
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
が
、
現
金
や
口
座
振
替
、

ク
レ
ッ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
の
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
使
用
し
た

電
子
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）
決
済
で
の
納
付

が
で
き
ま
す
。

対
象
決
済
ア
プ
リ

　

au 

Ｐ
ａ
ｙ
、
d
払
い
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、

　

Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
、
楽
天
ペ
イ
、

　

Ａ
Ｅ
Ｏ
Ｎ 

Ｐ
ａ
ｙ

問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　
　
　
　

℡
０
７
３-

４
４
７-

１
６
６
０

　
　

保
険
年
金
課　

℡
22-

３
５
０
４

■
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
出
張
年
金
相
談

日
時　

５
月
１
日
（
木
）
７
月
３
日
（
木
）、

９
月
４
日
（
木
）、
11
月
６
日
（
木
）、
令

和
８
年
１
月
５
日
（
月
）、
令
和
８
年
３

月
５
日
（
木
）　

10
時
～
15
時

場
所　

市
役
所
４
階
会
議
室

※
事
前
に
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　
　
　
　

℡
０
７
３-

４
４
７-

１
６
６
０

　
１
日
ド
ッ
ク
助
成
制
度

　
　
　
　
　
　
　
（
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
）

対
象　

①
市
国
民
健
康
保
険
に

　

６
ヶ
月
以
上
加
入
し
、
国
保
税
の

　

滞
納
が
な
い
世
帯
に
属
す
る
方

②
検
査
結
果
で
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定
保
健
指
導
を

受
け
ら
れ
る
方

申
込
み　

特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
対
象
者

に
は
４
月
中
旬
に
郵
送
予
定
）、
マ
イ
ナ
保

険
証
等
を
ご
持
参
の
う
え
、
担
当
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
30
歳
～
39
歳
の
方
も
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
マ
イ

ナ
保
険
証
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
同
一
年
度
内
に
特
定
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一つ
を
受
診
で
き
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク
（
定
員
２
５
０
人
）

受
付　

５
月
７
日
（
水
）
～

対
象　

今
年
度
30
～
74
歳
の
国
保
加
入
者

検
査
内
容　

診
察
、
血
液
検
査
、
心
電
図
、

　

胸
部
Ｘ
線
検
査
、
胃
部
Ｘ
線
撮
影
ま
た
は

　

内
視
鏡
検
査
等

受
診
機
関
・
自
己
負
担
額

 

市
立
病
院

８
，
４
０
０
円

 

桜
ヶ
丘
病
院

８
，
４
０
０
円

■
脳
ド
ッ
ク
（
定
員
１
８
０
人
）

受
付　

６
月
２
日
（
月
）
～

対
象　

今
年
度
40
～
74
歳
の
国
保
加
入
者

※
脳
外
科
で
診
療
を
受
け
て
い
る
方
、
体
内

に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
金
属
を
入
れ
て
い

る
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

検
査
内
容　

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
、
診

察
、
血
液
検
査
等

※
受
診
機
関
に
よ
っ
て
項
目
が
異
な
り
ま
す
。

受
診
機
関
・
自
己
負
担
額

 

日
本
赤
十
字
社

 

和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー

２
５
，
５
０
０
円

 

和
歌
山
医
師
会

 　

成
人
病
セ
ン
タ
ー

２
２
，
２
０
０
円

 

ひ
だ
か
病
院

９
，
３
０
０
円

 

健
診
セ
ン
タ
ー
・
キ
タ
デ

９
，
７
７
０
円

 

市
立
病
院

１
０
，
０
０
０
円

★
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
方
で
、
生
活
習
慣
病
の

発
症
リ
ス
ク
が
高
い
方
に
は
、
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
な
ど
が
個
別
に
健
康
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課　

℡
22-

３
５
１
２　

　

令
和
７
年
度

　
　

固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

　
　
　

納
期
限
は
４
月
30
日
（
水
）
で
す

小児成育医療支援事業について	 問　保健センター　℡82-3223

市では、可能な限り多くのこどもたちやご家族、支援者の皆様を支え、より温かい社会の実現を目指して

います。その一環として、4 月より和歌山県立医科大学の協力を得て、こどもの発達や発育、学校での問題、

子育てに関する悩みや不安についての相談支援事業を実施します。

『こどもの発達が気になる』、『どこに相談すればよいのかわからない』、『話を聞いてほしい』、『適切な対応

が知りたい』など、お困りのことがあれば、お気軽にご相談ください。

帯
たい

状
じょう

疱
ほう

疹
しん

ワクチンの定期予防接種のご案内	 申・問　保健センター　℡82-3223

対象者

案　内

①令和７年４月２日～令和８年４月１日の間に、65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、

　90 歳、95 歳、100 歳になる方

※ 101 歳以上の方は令和７年度に限り全員対象となります。

② 60 歳以上 65 歳未満の方で、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の

障害を有する方

※原則、過去に帯状疱疹ワクチンを接種された方は対象外

　（ワクチンの効果や既往歴等を踏まえて医師が必要と判断した場合は定期接種の対象となります。）

①の方は４月中に個別案内を発送予定です。

②の方は医療機関へ直接ご相談ください。

●対象者　　新生児から中学校卒業までの子ども及びその保護者

●利用方法　まずは電話でご相談ください。内容をお伺いしたうえで、

必要に応じて和歌山県立医科大学小児成育医療支援室の

臨床心理士、ソーシャルワーカー、小児科医師の専門ス

タッフが面談を行い、必要な支援を行います。

※相談及び支援室での面談は無料です。（外来での投薬や

検査を行う際は、医療費が必要になる場合があります。）

公立大学法人和歌山県立医科大学
小児成育医療支援室（病院棟３階）
電話・FAX　073-441-0808（直通）
電話　　　　073-441-0826（直通）
対応時間　平日 9 時～ 17 時

（祝日・年末年始は除く）

左：玉木有田市長

右：和歌山県立医科大学 徳原小児科学講座教授

　令和７年４月１日から、帯状疱疹ワクチンが予防接種法に基づく定期接種となります。

　帯状疱疹は、水
すいとう

痘帯状疱疹ウイルスが再活性化することにより、神経に沿って、痛

みを伴う水
すいほう

疱（水ぶくれ）が現れる皮膚の病気です。70 歳代で発症する方が最も多

くなっていますので、接種を希望される方は、医療機関へ直接予約を取ってください。

使用するワクチン及び接種回数・料金

・乾燥弱毒生水痘ワクチン（ビケン）　１回接種　２，５００円

・乾燥組換え帯状疱疹ワクチン（シングリックス）　２回接種　６，０００円／回

※生活保護受給の方は無料です。

接種期間

令和７年４月１日～令和８年３月 31 日

小児成育医療支援室のホームページはこちら

からご覧いただけます。

https://www.childsupport-wakayama.org/

ARIDA　2025.4 ④⑤ ARIDA　2025.4


